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TDAMマーケット・レポート

「国内株式市場の大幅下落について」

2021年6月21日

出所：日本経済新聞社、東京証券取引所、S&Pダウ・ジョーンズ・インデックス、FACTSET、Bloombergのデータをもとに、T&Dアセットマネジメントが作成
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＜市況＞

6月21日の国内株式市場では、日経平均株価が前営業
日比953.15円安の28,010.93円で取引を終えました。

同日の下落率が前営業日比で約3.3％の下落、年初来で
は約2.1％の上昇まで縮小しました。

セクター別では、ゴム製品（前営業日比約3.6％下落）、化
学（同約3.4％下落）、保険（同約3.3％下落）などが下げを
主導しました。

個別銘柄では、T&Dホールディングス（同約6.3％下落）、
豊田通商（同約5.8％下落）、日産化学（同約5.8％下落）な
どが相対的に大きく下げました。

※セクターは東証33業種分類

＜背景＞

6月21日の国内株式市場の下落には、主に以下の要因
があげられます。

・米国で量的金融緩和の縮小懸念から前週末にかけて
・株価が下落したこと

・上記のことを受けて市場のリスク回避姿勢が強まったこと

＜今後の見通し＞

米国のFRB（米連邦準備理事会）による資産買い入れ
縮小観測の高まりが、足許の株価下落の主因と考えられ
ますが、やや過剰な反応とも見受けられます。今週22日
には、米下院においてパウエルFRB議長よりパンデミック
緊急融資や資産購入プログラムを巡る証言が予定され
ています。ここでの発言内容も見極める必要があると考
えます。ここで資産購入プログラムについて早期の縮小
を想起させるような発言があれば、さらに株価下落の可
能性もありますが、おそらくそこまで踏み込んだ発言はし
ないと予想します。この場合、株価持ち直しの動きも期待
できると考えます。
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